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【令和元(2019)年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 

 A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

〇 A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 

 A－ 
当初目標に向けて概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込まれるが、一部

に遅れ等が認められるため、今後努力が必要である 

 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 
C 

当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の

中止が適当である 

（意見等） 

 本研究は、経験則や直感に過度に依存しない信頼性の高い乱流の数学的理論の確立、乱流の数理モデ

ルの開発を目指すものである。 

流体力学の基礎方程式に関して、様々なナビエ・ストークス方程式の解に対するリュービル型定理の

証明を含め多角的な理論成果が上がっている。乱流の小さなスケールにおける普遍的法則や非圧縮性

一様乱流の大規模構造に関して、直接数値シミュレーション（DNS）結果との照合・検証も着実な進展

を見せている。ウェーブレット解析に基づく手法や非圧縮性一様乱流中の慣性粒子クラスタリングの

クロージャ―手法などを含めた情報縮約手法の開発も堅調に進んでいる。 


